
中海・宍道湖漁場環境基礎調査

　定期観測基礎調査

安木　茂・山根恭道・松本洋典・中村幹雄

前年度に引き続き環境定期調査を実施したので報告する。

調　　査　　方　　法

１．調査地点

　調査地点は図１に示す通り中海４点，宍道鋸３点。大橋川，米子湾，境水道の計】0点で実施し，

水深毎の水質測定と動物プランクトン，底生生物の採集を行った。

図１　中海・宍道湖調査地点
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２，調査項目および方法

　｜　水質調査

　　　調査項目は水温，ｐＨ，塩分濃度，ＤＯの項目についてＷＴＷ社のMicroproccsorを用いて調

　　査した。また昨年までは塩素量（cl）で表示していたか，今年度からは塩分温度（‰）を用い

　　て表示した。

11　生物調査

（１）動物プランクトン

　　　ネット：北原式定量ネット（××13，細口面積0,05�，濾過部渕長0.8m）

　　　採　集：垂直曳き，ｌ～３回，曳き網速度0.5m/sec標準

　　　定　量:24時間沈殿量，出現種類，組成比率，個体数

（２）底生動物

　　　採泥器：スミス・マッキンタイヤ型採泥器（1 /20�）

　　　　　　　エックマンバージ採泥器（1 /40�）

　　　採　集：１地点につき【1/】0�）

調　　査　　結　　果

｜　水質調査

　１．気象状況

　　今年は例年になく雨か少なく，夏期には宍道湖の水位か非常に低い状態であった。このため，

　時折通過する台風や低気圧の影響で，日本海の海水か中海を通って宍道湖に大量に流れ込み，塩

　分温度か異常とも言える濃度にまで上昇した。秋になってもまとまった雨はあまり降らず，冬期

　も暖冬で日本海の水位か低くならなかったため，宍道湖に入った高塩分水は停滞しつづけた。

２．調査結果

　水質調査の結果を表１，２および巻末付表にまとめて示した。

１）宍道湖における調査結果

　　年間を通した水温は各地点，水深とも】6℃台であり，夏の水温は比較的高い値を示した。

　　塩分温度は，海水の大量流入により５月から上昇し始め底層には10‰前後の高塩分水が長期

　間停滞していた。
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　溶存酸素は例年に比べ低い値を示しているか，これは今までの保水による測定では湖底面ぎ

りぎりの水ではなく，湖底から数10cm上方の比較的酸素の多い水を採水し測定していたか今年

度からはＤＯセンサーを湖底面ぎりぎりまで降ろして測定したためであると考えられる。

　大橋川については平均水温は各層とも宍道場と同様16℃台であり，塩分温度は宍道湖の渇水

の影響で年間の平均か10‰以上とかなり高い値を示した。

２）中海における調査結果

　　表層の水温は宍道蘭とほぽ同じであるか，鉛直的な分布を見ると，水深の深いところでは冬

　期に海水の影響で水温が商いため年間の平均水温は宍道湖よりも１℃程度高くなっている。

　　塩分濃度は比較的商い値を示しており夏期には３～５ｍ付近に曜層も形成された所もあった

　かそれほど顕著ではなかった。

　　溶存酸素はSt.8の深いところで貧酸素水か発生することかたびたびあったかその他の地点で

　はそれほど極端な貧酸素状態に陥ることはなかった。

表１　宍道湖・大橋川の水質概要

也点 水深（ｍ〉
水温（℃） 塩分濃度（‰） ＤＯ（ﾛgバ） ＤＯ（％）　　　　　ｐＨ

平均 最小～最大 平均 最小～最大 平均 最小～最大 平均 最小～最大　平均 最小～最大

表　　眉 16.8 6j～29.6 4.0 0.8～5.9 10.0 6.5～12.9 101 85～127 8.3 7.5～9,1

;t.1

１ 16.9 6,1～29.5 4.3 1,9～6,0 9.8 6.2～13.0 99 85～120 8.2 7.6～9.1

２ 16.7 6』～28.9 4.6 2.6～6.7 9.4 6,0～13.0 94 78～109 8.1 7.5～8.5

３ 16.6 6,1～28.7 4.8 2.6～6.8 9.2 6,0～13.0 91 77～108 8.0 7.6～8.4

４ 16.5 5.9～28.6 5.1 2.7～7.1 8.3 21.～12.9 81 25～107 7.9 了.2～8.4

底　　層 16.t 5.9～28.6 4,9 0.8～8.0 6.9 0,3～12.7 68 4～105 7.7 7.2～8.4

;t.2

表　　層 16.8 5.8～2＆9 4,6 1,2～7.3 】0.4 7.5～12.8 105 88～122 8.4 7.9～9.0

１ 16.9 5.8～28.9 4.9 2.5～7.3 10.2 7.5～12.9 104 88～128 8.4 7.9～9.0

２ 16,7 5.8～28.5 4.9 2.5～7.4 9.9 6.5～13.1 96 83～117 8､3 7.8～8.7

３ 16,5 5.8～28.2 5.0 2.5～7.6 9.5 5,0～13.1 95 65～111 8.2 7,8～8.7

４ 16.3 5.9～27.4 5.2 2.6～7.8 9.0 21.～13.3 88 27～110 8.1 7,7～8.5

５ 16,3 5.9～26.5 6.7 2.7～12.3 7,5 1 0.2～13.41　72 3～110 7.8 7.1～8.5

底　　層 t6,2 6,6～26.7 10,1 2.9～16.1 4,8 0.2～12･U　43 2～103 7,6 7.0～8.2

St.3

表　　眉 16.6 6.0～27.6 5.3 1.5～8.4 9.8 6､9～12.4 99 82～114 8.2 7.8～8.8

１ 17.1 6.0～27,3 7.4 2.9～16.1 9,4 6.jl～12.7 96 71～106 8.1 7,7～8.5

底　　層 16.9 6,3～27,3 7.6 2.0～16.6 8.8 5.0～12.7 88 55～j06 7.9 7.3～8.4

St.4

表　　層 16.6 4.7～28.5 9.6 2.t～19.818.7 4.9～M.4 87 65～H3 8.1 7,5～8.4

１ 16.9 4.7～28.5 ll.2 4,5～20.1 8.5 5.0～14.1 85 弱～H1 8.1 7,5～8,5

２ 17.0 4,7～28.5 12.6 4,8～23.3 8.3 5.1～14.1 83 67～IIO 8,1 7､5～8.4

３ 17.0 4.9～28.5 13.1 4.8～23,5 8.0 3.3～13,9 79 43～HO 8.0 7.6～8.1

４ 18.1 7.0～28.5 15.5 6,6～23,5 6.8 3.0～10,5 70 38～89 8,0 7,6～8.4

底　　居 16.7 4.9～28.5 14.0 3.3～23,5 7.5 2,6～13.9 73 1　33～109 8,1 7,6～8.5
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11　生物調査結果

　１．底生動物

　　宍道湖，大橋川，中海の出現種を表9～10に示した。St.1では淡水の影響か強いため，Ｎｏｌｏ

　zjjαjzl訪ｿ卯回心hイトミミズといった淡水性の環形動物か多く，St.3では比較的高塩分を好むゴ

　カイか多くなっている。また秋以降ホソミサシバゴカイ，ハナオカカギゴカイといった通常は宍

　道湖にはいない種か出現していることから，今年度かいかに塩分濃度か高かったかが伺える。

　　St.4ではホトトギスガイとヤマトシジミの出現個体数の間に逆相関の関係か認められた。この

　原因としては，塩分温度の上昇でホトトギスガイが大発生し，足糸を伸ばして互いに絡み合いマ

　ット状に川底を覆ったため，その下の底質環境か悪化し，シジミがへい死するためと考えられる。

　　中海では多毛類かほとんどを占めているか，それ以外では甲殻類（ヨコエピ），その他の二枚

　貝（ニッコウガイ科）か出現している程度である。また大橋川に多く見られたホトトギスガイは

　ほとんど見られなかったか，これは中海の調査地点の底質か大橋川の調査地点の底質よりも悪か

　ったからではないかと推察される。

　２．動物プランクトン

　　本年度は遠部卓広島大学教授の広島大学生物生産学部水産生物学研究室にご指導を受け，中海

　と宍道湖における動物プランクトンの分類を行った。

　　今年度広島大学のご指導と研修により，前年度まで中海と宍道湖で多く見られていた僥脚韻で，

　り涌｡,α　1｡,,,,ic｡,7,£sとされていた種か，a,/,｡｡α山山al,であることかわかった。また，中海で比

　較的多く出現するふ。,から7�かぶ。面痢脚｡這とja,仙，/,�9,心の２種類であることがわ

　かった。

　　動物プランクトンの出現状況を表6～】5に示した。プランクトンの個体数は湖水１ｉ当りの個

　体数で表した。表中の種毎の出現状況は実測値を％で表した。ただし，便宜上全体の１％未満出

　現した種類ぱ十”で表した。

　　宍道湖での優占種は桃涸】類のSillocajlanus lenelhl3，中海ではひ･山ｏｎａｄａｖｉｓａｅであった。

　　今年度の大きな特徴としては，宍道湖で例年に比べ塩分温度か年間を通して高かったことから，

　a,/,a｡a山,･仙eかStn.2～3においてかなりの頻度で出現した。

　　毎年中海で春に大量発生し一般的に赤潮として知られてい右，Noc曲lca　miri･rilの発生はほぼ

　年中見られたか，その個体数は３～５月で最も多くその他は数％～１％以下であった。

　　魚類の初期餌料として主に利用される鈴虫類の出現状況は，中海・宍道湖ともに少なく大型の

　鈴虫類であった，このことについてほんとうに小型の輪虫類か，出現していないかどうか確認す

　る必要かある。

　　幼体類については，洵徊/ja/αむ･r肖，（多毛穎の幼生）が中海・宍道湖ともに主体であり，宍

　道湖の優占種であるシジミの幼生は，6～10月にわずか確認されただけであった。このシジミの

　幼生についても，小型の鈴虫類とあわせて調査する必要かある。
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表３　宍道湖の底生動物出現個体数（0， .l�当り）

地点 種類＼月 ４ ５　１６ ７ ８ ９ 10 】1’12j 12 ３
乃i()ljasμj(,(Milm即io)laponlca(ﾔﾏﾄｽt°オ) Ｉ 47 ２ 49 ３ １ 869 56
.y()/aj四仙ａ　Ｓｐ･

-
、４ 58 58 123 76 134 17317e

Nealllhes　iaponica（］゛ｶｲ）　　　　　　　１ １ １
£w,,1，/･,,。(ﾎｿﾐｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ) ２

Sigmbra　lenlacldale（ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ）
｜

｜
ｉ　ｉ 2!　　！

St.1 げぶμsp.（ｲﾄﾐﾐｽﾞの一種）　　　　　に 39 57 47 34 33 49i 20 ５ 214 3（

C/,か･,,･,,,1,n,（ﾕﾘｽｶ亜科） 53 60 614 28 ２ １

７α,,｡Ｊ,,ａ(ﾓﾝﾕｽﾘｶ科) ｉ　５ １ １ ３
Prac/αぷlg sp･

・　　１
１　　１

〃ａ

C・,aa,a(ｸﾏ類)
１

１ ｜ ２

,4gj�zzs /匹,αμ7jxs敞7（ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ） ｜ 43
１

'Carみi(7,心μ7μQ㎡cz7(ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ)　　　　ヨ
ｉ ４ １　１

乃勿jjs助,(Milmspio)μlpollICa(ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ) ８ ２ 24 27 54 10 740 309

Pseudpolvdora kempi
１ ｌ　　ｉ

１ ５

涛りa謂4,s籾ぶ　sp， １　３’７ ５ ９ ２ Ｉ ６ ３ Ｓａ

St.2

Sig(lmbra　lenlacl面le（ﾊﾅｵｶｶｷﾞ］゛ｶｲ）
１ １

/哨駈sp,(ｲﾄﾐﾐｽﾞの一種)
１ ｜　　｜

(Ｗ,９,・,ｊ,ｎ,(ｭﾘｽｶ亜科) －1122J 31
－ａ

１ｄ ｜

7如。�j,,g（ﾓｿﾕｽﾘｶ科） 15 づ 10 １ ３ 12 】 】9

I乃･a･/a必｀附sp. ９ ２

c9//,。sp.（等脚類の一種）　　　　’　； １ ｌ

jj油7,ぬ,凹/,,lasp.(ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲのji) 48

XFalsici･lsda即，(ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞの一種) １
ｒ　　で　７

Corbjc�aj卯onica(ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ)　　　　　１ １ ｜ 911
Ｌ

乃･必回刄,/｡(Minuspio)lapO川ca(ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ) 23 38 32
＝
ａ 36 54 16 20 81 １

yθlaη1αjfz♂ぶ　sp. 40 ８’ 131 10］2 27 21’25 251　6
ｌｙｓ,�,ａ／卯ajjca（］゛ｶｲ） 1136J 59 137 51 132 192 118 192 92

;t.3

Z泌・,4り｡,。,（ﾎｿﾐｻｼﾊﾞ］゛ｶｲ）

-

｜ １ １

･,ぷ/h sp.(ｲﾄﾐﾐｽﾞの一種) ２ ｜
｜　】

！ 401･

Tanypodinae(ﾓﾝﾕｽﾘｶ科)
１　　１

Ｌ ２
｜

G�,,･r， sp。（等脚類の一種） ２ １ １　６ ２ 11　4

lj四c/汝αsp，（端脚類の一種） ３ １
ｌ　　ｉ

¶
１　１

ｊｇ面沁α1,,/a7sp,(ｶﾜｻﾞyｼ3ｳ紅梅二船‾コ
１

１ １ １ ８ ３ ３
Ｇｙ沁,,/r7μ79,,/a（ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ） 139 120 112 122 91 209 155d49 64 63

※ －は欠漏

表４　大橋川の底生動物出現個体数（0， ｊ�当り）
1也点 種類＼月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １　，’２ ３

St.4

多毛類（Polvehaeta） 161 188 ！　1　21］ぽ 106 94 49 161 36
二枚貝類（Bivalvia）　　　｜

Rudilapes　philippinanlm（ｱｻﾘ）１

ｌ　　’

λ/11jC/ZyMj碍1/jQi必(ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ) 21 5422 I　’2135 3542j276 2936 6364 1　4 il548 j24C

Corbic111ajaponica(ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ) 13601 1781 16 一 221 91 31 80 42 571 21ﾖ
その他の二枚貝 29 ｉ １

腹足類（Gastoropoda） １　　１　　，　　　６ ，　！　　ｌ　　ｌ　２
甲殻類（crustacea） 105 33 ３ ９ 51717 25 Hﾖ
その他 １

１

１

251
※　－は欠漏
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表５　中海の底生動物出現個体数（0.1�当り）

咀屯 種類＼月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

多毛類（Polvchaeta）　　　　　　　　i65 42 172 51 14 45 90 79 ７ 108 162j31
｢二枚貝類(Bivalvia)

XR11dilaDes　DhilinDillanml(アサリ)

｜　　｜

　　１

St.5

訂,,yc/j｡紬ｇ,,みs/α（ホトトギスガイ） ｌ ｜

Corbicula iaponica（ヤマトシジミ） １　　１
１　　１

その他の二枚貝 Ｌ　６ ４ ８ ２ ９

腹足類(Gasloronoda) 65 97
Ｆ

２

甲殻類（Cruslacea） １ ２ ４ 26 17

その他 １

St.6

多毛類（Polvchaeta）　　　　　　　139】 407 680 357 211105↓100 100 52 95 127 1】9

二枚貝類(Bivalvia)

RndilaDes　nllilinni･lanm1(アサリ) １ １ 12

　　　　１

１　　１

M11sclisla sellllosia（ホトトギスガイ）
Ｉ　　Ｉ

C。M。,/α/,7,,。,た,7（ヤマトシジミ） １ I　　II

その他の二枚貝　　　　　　　　　　、２
１

！4】 27

腹足類(Gastoropoda)
ｌ

　　　　ｌ

甲殻類（Cnlslacea） １ 26 18 23

その他

;t,7

多毛類(Polvchaeta) 91 396 343 236 ８ 1311 54 108 32 57 61183
二枚貝類（Bivalvia）

R11dilaDes　DhiliDDinan,m（アサリ） １ １

ｌ

ｌ
１３

訂尚･c/細rに。,/,a/r7（ホトトギスガイ） I，2

C。みた,心/,7,,a,,Zc,,（ヤマトシジミ）
１

その他の二枚貝　　　　　　　　　　｜ １
３ ｉ

腹足類(GasloroDoda)
１

甲殻類（Crustacea） １　４ 17 ７ 12

その他 ６ １

;t.8

多毛類(Polvchaeta) ３ Ｉ ，　　ｉ t 15
二枚貝類（Bivalvia）

RudilaDes　�liliDDinanlm（アサリ）

！

１

Muscl�a senhosia（ホトトギスガイ）
｜

１

ａ。ゐje,,/,，/a,,。,/cα（ヤマトシジミ） 一
｜

　　　　ｉ

その他の二枚貝

腹足類(Gastoro｡oda) ２ ２

甲殻類（Cnlslacca） １
１

その他

;t.9

多毛類（Polvchaela）　　　　　　　　「 189 343 52 ８ 32１8， １ 21 12

二枚貝類（Bivalvia）

R11dilaDes　DhiliDDinanlm（アサリ） ｌ １
１

１

訂,g/£y/a g,,/,｡盾7（ホトトギスガイ）

Corbicula japollica（ヤマトシジミ） 一 ｉ ｜

その他の二枚貝　　　　　　　　　　Ｉ　　Ｉ ミａｌ

腹足類(Gastoropoda) １ ２

甲殻類（Crusla｡ea）
１ ２ １ 3， ８

その他 【　　１

St,10

多毛類（Polvchaela）　　　　　　　　1　　1305 73 52 207，73 111 125 63 52 H4
二枚貝類(Bivalvia)

Rudila｡es　DhiljDDi,lanlm(アサリ) １ 】
加sM,,a g,,/,･ぬ（ホトトギスガイ） １

「

｜

Corbicula i(lponica（ヤマトシジミ） －　ｆ １ 一
ｉ　　ｌ

その他の二枚貝 ３ ４

腹足類(Gastoropoda)
１ ３ １

甲殻類（Crustacea） 67 ４ 342 96 256 313 369 265 42
その他　　　　　　　　　　　　　　　！　　ｉ　７ ｉ　　ｌ　， １ １ １

＊　－は欠厠
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表６　宍道湖の動物プランクトン（S tn. 1）

採集月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０１ ｌ ２ ３

個体数ケ／Ｌ ８３ ５３ ７２ ６ｒ
ａ

７９ ８０１
7
9

H　12
-
66　H5

９
｀

０１ ２２１ ２５

鈴虫類Brachiollus urceolaris

　　　　Brachion昭（lllgldaria
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表７　宍道湖の動物プランクトン（S tn. 2）
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採集月

個体数ケ／Ｌ

表８　宍道湖の動物プランクトン（S tn.3）
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採集月

個体数ケ／Ｌ

表９　宍道湖の動物プランクトン（Stn.4）
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表10　中海の動物プランクトン（N tn,5）
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採集月

個体数ケ／Ｌ

表11　中海の動物プランクトン（N tn.6）
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採集月

個体数ケ／Ｌ

表12　中海の動物プランクトン（N tn. 7）
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採集月

個体数ケ／Ｌ

表13　中海の動物プランクトン（N tn.8）
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表14　中海の動物プランクトン（N tn, 9）
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